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岩中生代表が由利本荘市中学生会議に参加しました。
１月２０日（月）に由利本荘市役所の議場、正庁で、中学生会議が行われました。中学

生の公民的意識を高めること、生徒会のリーダーとして自校の生徒会活動の活性化を図る

ことなどを目的に、各中学校２名の代表者が集いました。本校からは生徒会会長と副会長

が参加しました。会議では、テーマ「生徒会活動をより活発にするために」について積極

的に発言したそうです。

普段めったに入れない市役所の議場、正庁で行われ、緊張

感がすごかったです。テーマ説明という重要な仕事を任され、

緊張しましたが、落ち着いてゆっくりはっきりと原稿を読め

ました。

グループ協議では、自己紹介や意見、アイデアなど、積極

的に話を切り出して、明るく活発な話し合いができました。

短い時間でしたが、楽しんで活動することができました。

今回の中学生会議は、非常に貴重な経験となりました。今

後は生徒会長として、今回決定された「小中合同」「他学年

交流」というキーワードを共有し、生徒会活動に生かしてい

けるように頑張っていきます。

生徒会会長

今回の中学生会議は、「生徒会活動を活発にするためには」

というテーマのもと、他校の人と意見交流をすることがで

きました。

市役所の議場、正庁で行われたので今までにないくらい

緊張しました。テーマについて４つのグループに分かれ、

協議をする場面では、自分には思いつかなかった、他学年

交流、小中合同交流、地域の人との交流と、徐々に規模を

大きくしていくことで交流の輪を広げ、生徒会活動を活発

にしていくという意見が出ました。活発に意見交換して、

そこで出た案をどんどん実行して行くことで、生徒会活動

がより活発になり、学校全体がよいものになっていくので

はないかと考えました。

今後は、今回の会議で得たものを生かし、自分自身の視

野を広げ、学校生活を良い方向にもっていきたいです。

生徒会副会長


